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開会日時 令和５年３月２日（木） 午後４時00分

閉会日時 令和５年３月２日（木） 午後５時00分

場 所 湯沢市役所本庁舎 ３階 会議室35

出 席 者 教育長 和田 隆彦

教育委員 議席番号１ 佐藤 恵

教育委員 議席番号２ 後藤 美喜子

教育委員 議席番号３ 久米 道人

教育委員 議席番号４ 簗瀬 均

欠 席 者 なし

出席職員 教育部長    髙橋 一

学校教育課長  船山 育士

生涯学習課長  高橋 秀明

文化財保護室長 高山 明

教育総務課総務班長（書記） 佐藤 章子

傍 聴 人 なし

【会議に提出された議案】

議案第10号 公立学校教職員の人事内申について

議案第11号 湯沢市指定文化財の指定について

【前回議事録の承認】

令和５年第２回教育委員会の議事録について、原案どおり承認された。

【議事録署名委員の指名】

教育長が議事録署名委員として議席番号１番及び２番の委員を指名した。

【教育長の報告】

・３月定例会について

・市内小中学校卒業式・入学式について

・高校入試について（3/7）

【議 事】

○議案第10号 公立学校教職員の内申について

   ※ 人事に関する内容であるため、秘密会とすることが教育長から提案さ

れ、委員全員の賛同により非公開の取り扱いとなった。

審議及び採決は教育長と委員のみで行うこととし、事務局職員は退席。

＜質疑等＞

なし

事務局職員再度着席時に、教育長から本議案「可決」を報告。
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○議案第11号 湯沢市指定文化財の指定について

（文化財保護室長が資料に基づき説明）

＜質疑等＞

教育長 先日、文化財保護審議会を開催し、指定文化財に指定すべき

ものと答申を受けたのが、今、説明のあった「湯沢古城之図」

である。所有者は、前教育委員の芳賀誠氏。「写し」とはいえ、

貴重な資料である。

委員 このような貴重な歴史資料、本人からの申出だったのか。

文化財保護室

長

数年前から、湯沢文化財保護協会より指定してほしいとして

リストアップされた中の１件である。リストアップされたもの

はまだたくさんあるので、今後、調査・研究をし、どんどん出

していきたいと考えている。

委員 このように個人で所有しているものが、今回のようにあちら

こちらから出てくれば、歴史資料も充実するものと思う。大変

ありがたいことと思う。

委員 湯沢西小学校の校歌は、与謝野晶子が詞を直しており、その

歌詞の中に「鳥海の山」と「湯沢の城」が出てくる。校歌が作

られたのはおそらく湯沢西小学校が市役所近辺にあったころ

で、その時は、裏の城跡に子どもたちが遊びに行けるほど近か

った。ところが今は離れた場所に校舎があり、「鳥海の山」は

ピンとくるが、「湯沢の城」は実感として感じにくいものと思

われる。この絵図を映像でもいいので、湯沢西小学校の高学年

の子たちに見せてあげると実感が伴い、校歌を歌う時に重みが

出てくるのではないかと思う。見ることで母校への思い、湯沢

への思いを感じてもらえると嬉しい。

文化財保護室

長

指定にあたり、高精細な画像を撮っている。今後、様々に活

用できるものと考える。

委員 湯沢市の文化財が150件あると聞いたが、今後はどんどん増え

ていく想定か。また、まちに眠っている文化財を取り上げても

らえるようにするにはどのようにしたらよいものか。

文化財保護室

長

地域計画を作り、その中で文化財が流出しないようにと掲げ

ている。うまく活用すれば、今後は益々増えていくものと思っ

ているし、増やしていきたいと考えている。文化財地域計画の

「資料編」に、未指定の文化財が何百件と出ている。これらは、

過去２年間、地域を回って集めた資料であり、これらを調査・

研究し、湯沢市にとっていかに重要かを解明していければ、指

定に向かっていける。

委員 断片的でもいいので、市の広報でそのような調査が行われる
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こと、また、市民の皆様からのご応募等、たくさんの方の気を

引くような形で進めていっていただきたい。

文化財保護室

長

今年度、市広報にコラムの掲載を再開し、今回は「湯沢凧」

を取り上げた。来年度も春夏秋冬に合わせたコラムの掲載を考

えている。その中に、委員がおっしゃられたお知らせを加えた

情報発信もできればと思う。

委員 文化財の指定が、滅失・流出を防ぐため、というのも分かる。

今回の文化財は、所有者が分かっているが、空き家となり解体

し、所有権が移る文化財もあると思われる。そのような場合、

連絡が来るようなシステムになっているのか。

文化財保護室

長

指定の文化財であれば、湯沢市から転出しようとする人がい

れば、連絡が来るような体制を現在構築中である。過去に１件

だけ、県指定文化財が売却されたことがあり、それは、数年後

に事案を把握した。そうならないよう、具体的な手続きをこち

らから情報発信していかないと浸透しないものと思われる。

委員 市の指定文化財（絵図）を持っている方が、家を解体するた

め、その文化財をどうしようか悩んでおり、その方の希望とし

ては、皆瀬に所縁のあるものであるため、皆瀬の新庁舎に掲げ

てほしいとのことであった。今はお寺で預かっている。実際に

このようなことがある。市ですべては把握できないものと思わ

れる。

文化財保護室

長

今年度、寄贈・収集に係る基準を作成中である。それができ

れば、広報やホームページ等で寄贈を受け入れできるものを、

具体的に示していける。家の解体等で見つかったもので、市に

とって貴重なもので寄贈したいとなれば、基準に基づき、市で

受け入れることができることになる。また、旧三梨小学校を文

化財の収蔵庫として使っていくことが決まっているので、受け

入れの準備がやっとできてきたところである。

教育長 各地区の文化財保護協会の方々に動いていただければ、こち

らも動きやすい。その辺が機能していけばいいのかと思う。

  

議案等の処理結果
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議案等の番号 件  名 議決結果

議案第10号 公立学校教職員の人事内申について 可 決

議案第11号 湯沢市指定文化財の指定について 可 決
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本議事録は書記の記載したものであるが、その内容に相違ないのでここに署名する。

令和  年  月  日

署名委員

番

番

書 記



令和５年 第３回 湯 沢 市 教 育 委 員 会

日 時 令和５年３月２日(木) 午後４時00分   

場 所 市役所本庁舎３階 会議室35

会  議  次  第

１．開   会

２．議事録署名委員の指名（２名）

３．教育長の報告

４．議   事

５．協議・報告

６．そ の 他

７．閉   会

議案第10号 公立学校教職員の人事内申について

議案第11号 湯沢市指定文化財の指定について



令和５年 第３回 湯沢市教育委員会 提出案件

           議事録署名委員

番         委員

番           委員

議案第10号 公立学校教職員の人事内申について

議案第11号 湯沢市指定文化財の指定について



議案第11号

湯沢市指定文化財の指定について

湯沢市指定文化財の指定について、教育委員会の議決を求める。

令和５年３月２日提出

湯沢市教育委員会教育長  和 田 隆 彦

１ 件数    １件

２ 名称    湯沢古城之図

３ 提案理由

湯沢市文化財保護条例（平成17年条例第104号）第４条第１項の規定により、上

記物件を湯沢市指定文化財として指定したいため。

なお、同条第３項の規定により、令和５年２月21日に湯沢市文化財保護審議会

に指定案を諮問し、同日、市指定文化財に指定すべきとの答申を受けております。



湯沢市指定文化財調書   

 

１ 名  称 湯沢
ゆ ざ わ

古城
こじょう

之図
の ず

 

２ 員  数 １鋪 

３ 種  別 有形文化財(歴史資料） 

４ 所 在 地 湯沢市  

５ 所 有 者 個人  

６ 時代・年代 明治24年(1891） 

７ 構造・形式等 縦105㎝ 横117㎝ 

紙本著色  

８ 説 明 

この絵図(図１)は、天保10年(1839)に佐藤
さ と う

平
へい

右
え

衛門
も ん

によって描かれた、湯沢

城とその周辺を示した絵図の書き写しである。(以下「本資料」という。） 

湯沢城の本丸や二の丸、堀切などの山城の地形が間数とともに示されており、

平場は薄く、斜面は濃い色を塗ることで起伏が表現されている。曲輪を結ぶ階

段には黄色が塗られ、また清凉寺付近から登るつづら折りの道(通称 七曲り)

は橙色が塗られている。そのほか、城下の寺や神社、給人町(組下と家中)、湯

沢大堰(水路)など、天保期の湯沢城下の様子も描かれ、各家には武士の名前が

記されている。 

佐藤平右衛門は数年かけて湯沢城を測量し、絵図を完成させた。その後、明

治24年(1891)に芳賀
は が

勝
かつ

縁
よし

が、原本に虫害があったことから本資料を作製したこ

とが添書１から読み取れる。また、原本に附属していた、芳賀
は が

勝斯
かつのり

(勝縁の祖

父)が記した佐藤平右衛門への賛辞２を本資料の左上部に書き写しており、そ

の内容からは城跡で畑作が行われていたことが読み取れる。 

９ 指定理由 

湯沢城は、古館山(標高約200m)の丘陵地帯に、鎌倉時代後期、小野寺氏に

より稲庭城の支城として築かれた山城で、東西約400m、南北約600mの広さ

がある。慶長７年(1602)には佐竹南家三代義種が城代として入城するが、一国

一城令により元和６年(1620)に破却されている。城跡は昭和42年(1967)、市指

定史跡「湯沢城址」に指定されている。 

湯沢城址は、小野寺氏や佐竹南家に由来する、本市の歴史を語る上で欠かす

ことのできない史跡であるが、現存する資料は数少ない。本資料は、写しでは

あるが、天保期における湯沢城下のまちなみとともに、城郭が立体的に把握で

きるなど、市にとって重要な資料であることから、湯沢市文化財保護条例第４

条第１項により、市指定有形文化財(歴史資料)に指定するものである。 

                                                   
１ 別紙 湯沢古城之図 翻刻 ３ 参照 
２ 別紙 湯沢古城之図 翻刻 ２ 参照 

「湯沢古城之図」（図１） 
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岡
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の
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城
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之
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写
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先
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等
之
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